
AirFit™ N30 マスク
お取扱い クイックガイド

お手入れ方法

機械器具（06） 呼吸補助器
一般医療機器
人工呼吸器用マスク（70564000）
届出番号：13B1X10062000053

日常の
お手入れ

毎使用後：マスククッション
週1回：ヘッドギアとフレーム

1.低刺激性の液体洗剤を入れたぬるま湯にマスク構成品を浸します。

2.毛先の柔らかいブラシを使って構成品を手洗いします。呼気排出孔には特に注意を払ってくだ
さい。

3.構成品を流水でしっかりすすぎます。

4.フレームを振って、呼気排出孔から余分な水分を取り除きます。直射日光を避けて自然乾燥
させます。

マスク構成品を目視で確認し、きれいになっていない場合は、洗浄手順を繰り返します。呼気排
出孔がきれいになっていることを確認してください。

・マスクの品質を保ち、健康に有害な影響を及ぼす細菌の繁殖を防ぐため、マスクと構成品
は定期的に洗浄してください。
・必ず洗浄方法に従い、低刺激性の液体洗剤のみを使用してください。洗浄剤の中には、
マスクおよびその部品や機能に損傷を与えたり、有害な残留蒸気を残すおそれがあるもの
があります。マスクの洗浄には、食器洗い機や洗濯機を使用しないでください。

・本品の目視点検基準：本品の構成品に目視で確認できる劣化（亀裂、ひび割れ、
裂け目など）が確認された場合は、当該構成品を廃棄し、交換してください。

・部位を問わず、本品には軟質PVC（ポリ塩化ビニル）製品（例：PVCチューブなど）を
直接接続しないでください。軟質PVCに含まれる成分が本品の素材に悪影響を与え、
構成品の亀裂や破損の原因となる可能性があります。

・ヘッドギアの素材は熱に弱く、損傷する可能性があるため、アイロンをかけないでください。

注意

警告

ご使用前に添付文書および取扱説明書をよく読み、正しくお使いください。
AirFitは、ResMedグループ企業の商標および/または登録商標です。
QuietAirは、ResMedグループ企業の商標および/または登録商標です。

製造販売業者 レスメド株式会社

販 売 業 者

https://cpartners.teijin-pharma.co.jp

CPAPユーザ向け情報提供サービス

CPAPユーザー向け情報提供サービス
マスクの装着・組立てを動画やイラストなどで確認できます。「使い方ガイド」のマスクのページから
アクセスして下さい。

https://cpartners.teijin-pharma.co.jp
CPARTNERS

P146X12300-01

医療機器
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AirFit N30 マスク装着手順

1 クッションを鼻から離して正面から
見た時に、マスククッションサイズ
の左（L）と右（R）の表示の向きが
正しいことを確認してください。
クッションを鼻の下に当てます。

・スプリットバンド式ヘッドギアは開口部を開くとゆるみ、閉じると締まるため、その開閉によってヘッドギアの快適さを
調節します。

・マスクからのエアリークを修正するには、バックルを通してヘッドギアを引っ張り、バックルでヘッドギアの長さ調節をし
ます。マスクが快適に密閉する程度にヘッドギアの長さを調整します。ヘッドギアをきつく締めすぎないでください。ヘッド
ギアは時間の経過とともに伸びることで、適宜、調整が必要となることがあります。

以上でマスクの装着が完了し、使用する準備が整いました。横になり、装置を稼働させる
と、チューブ接続部近くの呼気排出孔の周囲に微風を感じます。接続部の近くに指を置いて
空気を確かめ、呼気排出孔を点検します。呼気排出孔の周囲を塞がないようにしてくだ
さい。

マスクシステムを取り外すには、マスクを顔から
離し、頭を覆っているヘッドギアを持ち上げて頭から
外します。2 下部のヘッドギアを持ちながら、バンドを頭部に覆うように

かけて、後頭部あたりまで引き延ばします。上部のバンドを、
頭頂部辺りで収まるようにします。

3 マスクを鼻から一度離し、再度、
鼻に戻しながら、マスククッション
がよりフィットするようにします。

装着について

調整について

取り外しについて

A スプリットバンド式ヘッドギア
 （ヘッドギア）
B マスククッション
C QuietAir™フレーム
 （フレーム）
1 バックル
2 ボタン穴
3 エンドキャップ
4 固定具
5 QuietAirTM 呼気排出孔
6 マスクチューブ

本資材は、取扱説明書の一部を抜粋したものです。
医師の処方および指示に従い、ご使用前に取扱説
明書をよく読み、正しくお使いください。
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